
場

雄

-

男

一

め
る
生
活
支
化
研
修
施
震
な
ど

目。

義
生

町

f
益
一で
す
。

民

長
部
助

可
師
団
一

こ
れ
ら
D
事
業
に
つ

い
て
は

金

町

附

珊

一だ
い
た
い
最
重
十
戸
以
上
世
樹

今
一
吋
安
特

例

記
内

一象
と
す
る
共
同
調
岨
酬
を
目
的
と
一

所

人

人

今
者

一し
た
施
設
で
あ
っ
て
『
現
在
行
一

行

行

築

制

一わ
れ
て
い
る
補
助
や
融
資
自
酎
↑

発

発

錦

町

一怠
に
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
こ
一

l

i-
-
1
1
11
1
a

一と
に
な
っ
て
い
ま
す
・

一

一

そ
し
て
補
助
車
位
だ
い
た
い
一

一土
地
教
備
事
業
が
三
割
、
適
地
一

一
適
商
堤
冊
、
長
山
村
振
興
共
同
一

一施
設
や
生
活
文
化
研
修
徳
室
主
一

戸
ー
」
・

1

Eが
荒
闘
で
、
ほ
か
に
地
完

全

1
-c
、ザ

ノ

一担
分
に
封
し
て
は
そ
の
八
割
ま
一

一で
が
公
庫
融
資
生
受
け
る
こ
と
一

wi
l
l

-
H
J

一が
つ

け
口
?
事
業
で
す
が
一

旧
計

商

を

つ

み

あ

げ

τ盛
り

上

る

村

づ

く

り

へ

川

一己
れ
は
一
般
の
公
照
融
資
L

皇

制

川

一乙
で
す
が
、
た
だ
輔
副
盛
村
田
公
-

f
u
l
l
-
H
H
H
y
n
H
H
U
R
n-
u
l
u
n
H
H
M
H
n
y
J
t

一庫
融
資
は
公
庫
の
別
ワ

グ
融
資
一

新
し

い
村

づ

(

h，
は

一で
あ
り
ま
す
。

一
「
村
づ
く
り
」
白
意
慾
を
も
り
一己
れ
は
前
に
奮
い
た
え
う
位、

一で
行
わ
れ
る
の
で
、
資
金
ワ
P
一

農

民

の

も

り
上

h
で

一

ま
づ
喜

ご

と

に
基
礎
調
主

上
げ
・
出
し
進
め
て
い
こ
う
と
官

品

資

の

ふ
た
つ
に
わ
か
一は

一
空

区

別
し

て

ま

っ
か
一

正

R

Z

一を
し
て
‘
盤
民
み
ん
な
が
自
主
一い
う
も
の
で
す
。

一れ
ま
す。

一っ
て
い
ま
す
・

一

警

報

機

が

定

-
昨
年
か
ら
政
府
が
、
到

型

的

に
意
見
を
出
し
あ
い
部
第
三

こ
の
措
置
と
し
て
-
般
白
国
一

ま
ず
柄
引
聞
事
業
白
内
容
で
す
一

公
臨
融
資
も
施
霞
に
よ
っ
て
一

ド
トト

-2
1

:
d
;

一の

巨

E
E
thてい
一
い
ろ
い
ろ
な
条
件
に
合
う
安
定一

塁

。
補
助
事
業
や
融
資

Z
一が
、
こ
れ
を
大
づ
か
み
に

い
い
一位

-

一
般
に
は
な
い

重

村
一

成

し

ま

し

に

惹
句
読
ω持
活

明
石

川
崎

詩

作

当

日

泣

山

川
市
川
持

品

野

立

船

主

明

白

日

誌

統

一引

い

律

誌

銭

円

む

一赤

い
「
メ
ガ
ネ

一に
き

、

一」

と
し
呼
ば
れ
て
い
ま
す
.

一
づ
く
り
」
白
計
琶
を
た
て
る
順
一ヵ
年
比
平
均
四
百
方
向
の
特
別
一事
業
.
農
林
業
四
経
膏
改
善
指
一村
指
定
地
岐
に
な
る
と
、
陪
か
一

か
ね
て
諸
原
中
で
あ
り
ま
し

し
一

こ
の

「
村
づ
〈
り
」
色
い
う
-序
で
す
・

一助
成
栂
助
金
と
、
ほ
ほ
同
帽艇
の
一設
を
そ
デ
ル
的
に
行
う
適
地
道
一白
地
域
よ
り
も
有
利
に
丑
庫
融
一た
旭
町
通

η
銭
道
踏
切
に
警
報
-

一
一

2
・
県
民
自
ら
の
考
え
を
も
一
本

道

で

は

す

で

こ

玄

脈
融
訟
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
一躍
蓄

施
設
、

震

が
共
同
し
一安
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
一
禁
完
成
し
、
十
九
日
午
前
十
一

て

に
し
て
特
に
青
年
や
鰐
人
乏

し
h

一な
同
代
レ
怯
げ
け
l
i
l
l
-
一て
利
用
す
る
農
山
村
銀
興
共
同
一
、
ま
す
。

τ
月
よ
り
列
車
か
ら
喫
務
世
間
一、

一も
り
あ
が
る
活
動
に
よ
っ
て、

一

八

十

六

地

域

泊
指

定

一

k
f
f
E一施設
、
震

の
〈

tを
た
た
し

一始

Ltt
e

-

一
一法
詳
の
立
志
を
安
定
さ
せ
る
こ
一
つ
ぎ
に
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
一昨
怜
腕
肘
函
抱
厳

K
空
零
事
れ

町
で
は
こ
の
日
青
函
館
舶
信
一

て

が
ネ
ヲ
イ
で
す
.

一
書
き
ま
し
ょ
う
o

-

一
庇
阪

惟
険
片
隅
捌
勧

鼠

臨

柔

道

管
理
局
長
、
そ
白
他
関
係
者
一

二

5-ろ
で
、

「村
づ
く
り
」
↑
新
農
村
蕊
民
事
業
は
、
以
上
一
塁
広
援

片
山首
性

日
戸
凶
態

隠

多

数
の
参
列
企
得
て
ふ
み
切
り一

一
一
t
E
コ
よ
う
な
方
法
で
進
め
た
↑り
よ
う
な
考
え
か
ら
生
迫
の
農
一
企
ゆ
院
院
ド
趣
障
岡田
世田砕
い

噂

安

全

の
修
紋
式
を
行
い
ま
し
た
一

一
一ら
よ
い
か
と
い

い
ま
す
と
、
こ
一山
関
村
士
ニ
ムハ
一
の
地
域
に
わ
一筋
属同
hw鐙
怪
寄
に
つ
い
て
僧

僧

官

障

の
方
訟
は
、
列
車
が
混
一

二
れ
は
や
は
り
ひ
と
つ
ひ
と

つ
白

↑け
、
昭
和
三
十

-
年
か
ら
=一十
一を
し
て
お
り
ま
す
・

る
と
聖
位
三
十
砂
問
、
『
メ
ガ

一

一
一笠
措
世
中
必
に
し
て
、

は
じ
め
一塁

ーま
で
の
主
カ
年
の
聞
に
指
一
旨

宅

也
域

に

な

る

さ

ネ

」

の
赤
い
色
が
主
要
に
つ

一

一
一

L

台

F

=
、
.
一定
町
村
宜
尽き
め
る
こ
と
に
な
っ

一
手

j

j

い
た
り
、
補
え
た
り
し
、
ガ

ン
一

一
一一
そ

の
点
か
ら
考
え
て
も
、
「
一て
い
ま
す
・
指
定
を
う
け
た
抱一

公

庫
融

資

で

も

有

華

ガ

ン
鳴
り
ま
す
島
ら
通
温
白
眼
一

'γ
~一新
し
い
村
づ
く
り
」
を
お
L
進
一同棋に
輯
し
て
、

助
成
ま
た
は
幽
一

つ
ぎ
に
、
特
別
助
成
事
勤
時
の

位
必
ず

マ
F

ず
ネ
』
を
見
て
か

こ
め
て
ゆ
〈
地
域
の
母
胎
は
釜
高
一資
を
集
中
し
て
行
い
、
量
家
の
一内
容
を
お
し
ら
せ
し
ま
し
ょ

う

ち

雲
行
し
て
下
さ
い
。

(第46号)かね町政7ミι~-~ 昭和お前月 10日発行

新
農
村
建
設
事
業

協
力
1‘ 

アご

し

ま

、

し
お知らせ

恩
給
担
保
貸
付
の

て
翠
業
芳
一
謂
ム
ロ

:
・若
手
1
c
t
tム
究

渡
島
信
用
金
庫
で
は
.
国
民
金
融
公
庫
白
代

理
案
務
と
し
て
魁
給
担
問悼
の
貸
出
業
務
を
鼠
扱

う
こ
と
と
な
り
、
恩
給
及
び
扶
助
軒
受
給
者
に

金
融
白
憶
を
開
飴
す
る
と
&
と
な
り
ま
し

t
.

取
援
の
詳
細
に
つ
い
て
位
、
渡
島
金
臨
む
本
実

庖
に
御
相
股
下
さ
い
バ

と家

-i 
t刷

ごと 職 場 ごと一

火の用心
危;~、 1子:供の火 あ そび

~. 

』日

， 
4ー

・、‘

‘匂『間

惑迷

月
日

のな

理
3月 31 

んみ

一

納

喪失
王E

日

滞の

納
3月:1

人

滞

一、，
・ー、 " 一

J

漆
『。



ー

比
一
円
J

一戸句読

i

i

i

i

i

4t 

一
門
官
牢
上
げ
る

実

第

で

あ

り

ま

一

詩

吟

持

関

滞

日
一
党

る

4
2
3
u是
非

さ

も

得

、間見
を

一

一

一

荒
川

ν
:

B

不

服

な

ι皐
自
に
犠
有
一
請
求

量

一
清
団
神
社
事
実
会
砲
事
資
金
一

た
帯
約
を
得
る
こ
と
に
寄
生
司

4
主

h
一

一
法
話

一
金
六
億
七
千
芦
同
也
一

る
.

一
貫
R

i
一
1

ニ
c
=一耳
十
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

一

内

謁

千

田

一
③
会
員
と
は
こ
自

室

長

鍵
一
語

ヒ

一
3
闇
定
資
産
録

警

警

護

再

わ
れ

ま

一9
合
花
祭
神
明
係
資

H
Z
同

室

す

る
若
を
い
う
a

一
二
三

1
一
月

す
。
雲
寺
寝

4
言

、
認
芸
む
密

一

一

二

重

i
4
3
て
hz，
段
。
諜
粍
針
与
と
た
る
土
地
、
車

一

@

弔

意

霊

童

T
2
2一
書

門

会

員

に

設

す

る

一

通

章

一

w

略
、
償

却

霊

に

つ
い
て
耳

石

喜

一
駒
郡
諸
設
計
一
一
一
一
日
待
相
岨
一
賛
同時一ト

話
村
品
開
制
持
認
訟
J

全
額
り
で
あ
り
ま
す
O
L
b
a
o
一親
友
、
占
己
、
指
友
、
同
括
主

情
考
、
jt
「沌
主
に
は
大
白
書
、

一
①
宝
員
に
は
常
噌
境
内
神
社
部
一

p

n
d九
l
一
t

L
H高
額
に
異
論
カ
晶
れ
ば
四
月
十
自
主

占
領
下

2
5島
右

寄

、一り
L
方
々
で
あ
り
、
従
っ

て
彊
一
雲

9・
記
警

-

君

主

義

の
昇

雲

雪

量

う

一

定

の

一
ー

で
に
国

望

書

聖

宣

告

に
審
査
申
請

一
指
民
間
枇
」
は
明
治
初
年
五
、

担
法
族
，.&
の
担
必
情
に
一
民
各
位
に
と
っ
て
重

7
8全
館
、
埼
援
端
部
品
目需
要
興
費
一
⑦
会
員
に
は
新
設
並
に
慣
彊
予
一
ョ

F-長
一
月

求
を
す
る
ニ
と
が
で
き
ま
す
。
も
L
、
街

読
料
祝
日山れか持一川崎氏

MMA
ロ
ロ
一
時
村
守
当
時
前
町
一時
日
政
ゴ
ゴ
バ
リ
一
訪
問
諸
説
利
用
の便宜
一
周
剖
日
巧
間
針
路
市
匂
榊
白川川認

-mノ一
ら
せ
ら
れ
、
以
来
八
十
余
軍
2
一
四
割
宛
主
り『芳
生
さ
れ
た
今
日
一
翠
っ

て
い
さ
さ
か
な
り
と
も
進
一
守
宮
町
に
お
け
る
盟
国
葬
目
慣
唱
団
一
命
蚕
員
の
同
伴
家
族
位
会
員
に
一a
B

，

.、

-
間
幾
多
の
忠
質
主
音
絶
翠
斉
L
一
合
配
に
陣
弓
持
母
喧
曹
を
海
り
た
一
ん
で
翠
賛
謹
個河
田
実
生
穆
げ
・
一
一
金
八
万
八
千
三
百
同

一

泊
じ
て
恵国部
h
る

一

四
醤

J

-b
ヨ
に
歪
り
ま
し
た
こ
と
は
各
一
く
執
り
行
い
、

忍
事
主
逗
じ
て
一
以
っ
て
地
国
古
車
建
主
恩
彰
章
一

一3
翠
責
主
員
名
は
凡
て
婿
蛮
曹
一

三L
通
訳
3
と
お
り
で
あ
り
ま
一
塁
号

室

喜

望

星

空

J1
7
持
げ
て
併
せ
て
↑

栃

募

受

領

一

E
q義
名
薄
に
担
悼
し

て

フ

'E
一f
，F.
4
目立
総
主
主
主
践
と
し
一
し
忠
清
処
執
行
及
び
接
温
に
調
ず
一
程
式
に
骨
肉
乞
掠
げ
ら
れ
た
英
一
付
禍
募
の
究

結

一

永

遠
に
保
存

す

る

一

〆干

ザ一
事
一
て
問
翌
七

1Tλ
府
C
所
管

主

ろ
跨
妄

言

語

雌

L
‘
併
せ
て
一震
の
也
誼
族
企
申
高
L
、
組
国
一

邑
臼
和
三
十
三
年
三
月
一
旦
法
人
の
募
金
は
法
に
よ
り
鍋
全

t

a
J

πリ
一
離
れ
、
そ

口
翠
賞
護
持
に

一
区
一五
数
万
強
従
こ
二
り
類
焼
荒
慶
一再
出
発
泊
途
上
に
当
り
軍
首
深
一

さ一
宮
司
三
十
三
缶

四
月
十
日
一に
計
算
さ
れ
る
・

一

・

℃

』

9
一怒
っ

て
警
々
向
飽
の
泰
弘
の
誠
一せ
石
碑
援
を
型
一向
L
、
以
っ
て
一
き
侶
翠
也
生

R
し
に
く
、
乙
-ニ
凶
泊
算
。
方

法

一

以

上

の
還
り
に
て
近
〈
部
落
一

-t.

ね
一
に
俣
つ
現
扶
で

5
2子
・

一
永
拡
に
害

3
3怠
認
を
翠
一
に
懇
話
祉
事
賞
金
北
寝
室
一①
こ
の
3
2悶
の
特
殊
性
に
鑑
み
一駐
在
員
生
直
じ
甚
戸

に

お

思

い

一

ち

、

什同
一

今
究
大
鞍
に
よ
り
嶋
殉
せ
ら
一
斉
す
る
に
遣
わ
し
き

「
目
玉
む
一
郁
子
宮
支
部
士
総
或
L
広
〈
津
一

県
敬
Z
生
ぜ
き
お
穂
ワ
争
政
一に
拳
り
ま
す
か
ら
何
分
自
調
協
一

ゲ

}

J
A

一れ
た
人
々
は
武
百
余
万
巴
亙
び
一
補
佐
」

と
し
て
乃
基
礎
主
催
立
一
財
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
衣
帯
で
一
環
集
L
主
員
と
し
て
の
寄
附
一力
下
さ
る
様
担
額
い
し
ま
す
.
一

l
f川
L

ま

一そ
の
包
遺
接
私
亦
主
固
に
亘
り

τた
い
心
で
七

一
あ
り
ま
す
.
何
卒
き
依
に
お
か
一

に
よ
る
方
法
士
第
一一本
と

Z
ω事
蒋
周

-

3l

ρ
一入
百
宵
山
幸
ぎ
を
数
え
る
に
至
一
窪
田
司

E
5
3
明
碑
泣
き
、
一
れ
て
も
四
富
山出
国
一出
生
越
ワ
何
一③
大
口
罪
主
に
つ
い
て
は
復
員
一
今
金
町
砕
耳
目翌

日錬

一

J

手

-り
書
し
た
三
と
陪
訟
に
悼
ま
し
一が
脅
っ

て
告
こ
れ
哲
人
の
肉
諒
一分
の
個
協
四
月
士
仰
ぎ
た
〈
備
に
一

の
理
解
品
る
協
力一
に
上
っ
て
一

一

一

川

{

.

.
 、，
s
，
，、
，z
、f
s
f
‘，
.、.
a
B
a、r
、SE
E
r
-
s，，、，
a
、.E，6
、「
・5
，・
ES
S
E
-、
，、イ
B
a
，f
，
e
J、，町署
a
E
r、，・
a
g
a
r
-
r、，‘、.、，
g
E
a、r
・
E
J・E
4
B
E事
‘、
r
a
f
・r
・r
、，・
RB
・
、
，
一

a
'

末
年
七
昆

長

予
定

究

会

町

内

在
住
の
三

十

宅

痛
の

今

金
町
在
場
会
塁

1
、
喜

一

件
円
ア

金
町
宮
畏
円
高
1

保
険
豆
島
、
診
療
男
女
(
但

L
3
.
4、
5
寺

3
、
試

験

科

自

当

役

場

に
印
郡
し

て
あ
り
一

)ーコ
ー

所
理
負
世
主
詑
に
主
門
宵特集
し

む

広
募
者
は
年
AHn
k
制

限

あ

作

文
、
口
調
拭

閉

ま

す

か

ら

応

募

者
は
賄
求
一

-
~

E
Lら
応
募
者
比
期
日
王

、

ち

ま

せ

ん
)

事

務
員
わ
応
募
者
に
湿
り
算

し
て
下
さ
い

一

l
J
7
1-

に
宇園田
し
て

下

さ

い

.

鍵

士

加

す

。

2
、
戸
E

閤

抄

本

一

/

団

2
、
寝
耳
軍
奮

一

」

j
f

A
、
信
康
診
衛
事

一

5
.
堂
葉
或
積
雪
宇

品車
経
由

修
了
ま
た
は
卒
mn浅
沼
・4

6
、
最
近
六
ヶ
月
以
内
に
撞

悲
し
た
上
畠
I

身
札
手
塑
窓

耳
-
枚

(二)

場
開
閉
一神
社
奉
賛
会
北
海
道
本
部

今
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町
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部
結
成
に
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い
て
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を
受
げ
な
け
れ
d
.
靖
築
一

を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
↑

者
で
品
る
こ
と
。

一

③
、
増
築
に
必
要
な
安
全
自
一

i
・

う
ら
で
、

Z者
の
負
担
一

甚

し

い

乾

燥

三

の

農

作

業

す
べ
き
頭
宣
有
L
、
か
っ

一夕、

長
期
に
互
り
大
量
の
史
気

元
利
金
の
償
還
の
見
込
が
を
使
用
す
る
た
め
・
こ

由

婿

ー

底

luuiふ
以
私
訴
訟
低
i怖
が
使
用
lt
E引
1
1

南
高
な
者
で
あ
る
こ

と

.

間

性

家
屋
、
家
具
寄
り
乾
燥

令
制
的
担
保
白
必
要
な
場

が

醤

だ

し

く、

開

草

白

震

予

ー

及

回

明

に

被

士

し

王

制

雲

上

早

ペ

ー
一五
ー

合
に
は
、
所
要
白
物
的
担

ら
、
火
安
田
ヰ
の
ほ
ん
の
わ
一

事

色

、

春

η
仕

事

に

能

率

主

主

げ

る

た

保
全
提
供
で
き
る
者
で
あ

ず
か
な
火
3
-
ー
か
ら
で
も

Z
一

め

ぷ

合

¥
3
・一

さ

で

じ

よ

'y
。

る

こ

と

.

易

に

着

火

延

燭

す

る

危

r
険
性
一

;

い

一ll
i

四
て

0
0
0再
心

七

割

確

実

な

害

保

謹

人

一

人

主

主

恩

挽

に

つ

い

て
は
と
一
遊
植
地
口

の

佑

也

市

一

掃

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
之
一
い
の
で
、
主
義
堵
叩
傾
向
申
一

こへ
0
0
0円
以

ヒ

主

つ

け

ら
れ
る
芝
、
〈
に
深
甚
白
性
意
出
必
要
で
一2
、
混
雑
ロ
が
雪
に
関
さ
れ
て
一ぅ
‘
ま
ず、

埋
も
み
の
準
婚
と
一
強
い
最
廷
で
は
、
こ
れ
を
時
三

観
樹
調
法
(
坪
当
り
}

J

あ

る

こ

と

。

号

。

。

一

通
げ
認
を
失
い
花
岡
補
者
士
山
之
肥
輯
心
使
用
計
一一回
、
そ
れ
に
惜
山
戸
「
し
ま
す
と
、
平
年
号
気
候
で
丘

四
入
、

c
o
o向
。
七
割
一四
・
措

置

還

方

法

こ

の

た

守

2
1プ
類
に
一

ず
る
こ
と
も
こ
心
矧
聞
の
火
一
き
ゅ
う
肥
の
揮
出
な
ど
が
一
あ
げ
一そ
の
投
手
。
大
き
い
と
E
n
ら
れ
一

一一三、

0
0
0同
一
利
息
、
一刀
へ担
時
三
割
斌
償
還
蒸
発
皿
、
湯
訓
警
の
水
主
婦
一

九
四
特
色
E
あ

る

。

一

ら

れ
ま
す
・

一て
お
り
ま
す
。
つ
ね
に
特
定
由
一

弓

申

込

人

の

資

格

一

と
し‘

了川
口調

ζ
L
利
息
は

え
て
主
く
ニ
と
は
、
衛
生
ヒ
一

し
た
が
っ
て
-
故
訳
語
比
一
積
雪
の
争

い
地
帯
で
は
猶
章
一
品
遣
に
か
た
よ
ら
ず
、
一

p
c一

句

会

聞

か

ら

資

金

の

貸

付

一

年

五

分

五

躍

の

み
な
ら
て
火
防
上
も
L
一

も
ち
ろ
ん
つ
こ
と
‘
と
く
に
一
生
早
〈
進
ゐ
る
た
め
に
撤
土
作
一
極
習
に
良
品
穐
か
題
合
さ
れ
る
一

i
l
l
i
t
-
-
i
!

っ
度
の
調
整
お
よ
び
有
事
白
一
童
、
病
院
.
室

、
工
場一

T必
要

主

で

す
.

一よ

2
3ま
し
ょ

1

一

績
の
滑
火
用
水
と
し
て
有
幼
一
決
一
四
領
事
公
案
が
出
入
し
あ
一
種
も
み
の
準
備
で
は
、
今
年
↑
今
乍
白
鳴
も
み
は
、
末
終
な
一

な
の
で
且
完
備
え
る
べ
き
で

十
る
い
は
多
数
人
生
技
書
す
る
一
の
作
付
し
よ
う
と
す
る
晶
画
の
一も
み
は
も
ち
ろ
ん
・
煎
L
セ
之

、

あ

る

一

泊

設

に

あ

っ

て
は
、

各
出
入
一
中
に
は
、
例
年
に
よ
り
品
謹
心
一み
‘
、

出
回
謁
左
官、
莞
穿
車
京
一

ロ
を
噛
め
窓
口
周
一辺
を
常
に
一騒
い
た

h
が
多
い
こ
と
も
あ
9
一惑
い
よ
号
マ
ず
か
ら
‘
そ
の
発
一

広
く
除
零
L
、
偉
書
物
生
掠
一
ま
す
白
で
、

十
分
注
意
を
し
ま
一茅
力
量
調
ペ
る
必
要
げ
が
あ
り
豊
一

去
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
・
一

L
上
-3
・

一ず
。
主
た
、
完
苧
状
態
心
誠
い
一

た
と
え
ぽ
、
上
背
二

O
一一一号
一平
は
菌
立
主
助
け
る
た
め
、
ま
ナ

i
l
ia

一子

百

現
地
白
書
官
接
車
窓
一

一
嫡
力
持
棺
国
主
し
て
田
川
土
心
掛
'
一
羽
一

一と
地
温
生
高
ゐ
る
こ
と
が
必
要
一

一

一な
こ
と
で
す
・

』

一
一
設
に
施
把
量
生
善
く
し
た

t
-

一
め
冷
書
に
よ
る
凶
常
を
さ
ら
民
一

宇

一大
一
ぎ
く
し
た
勾
か
あ
b
ま
す
こ

一ノヴ
年
比
争
盟
主
さ
げ

士
一、コ一
臣
前
頃
吊
施

一る
心
挽
け
が
完
全
で

ゅ
う
担
。
提
出
む
と

き
る
だ
け
踏
み
か
た

〈
唱
積
し
て
水
び
た

な
ら
な
い
上
う
障
時

と
が
必
要
で
す
，
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申
込
受
付
に

つ
い
て

住
宅
金
潜
公
庫
札
犠
支
所
で

は
昭
和
三
十
二
E
麗
第
三
回
の

増
護
資
金
安
付
申
込
受
付
を
弐

三
要
以
に
]
広
り
行
い
ま
す
の
で

希
望
の
方
法
申
込
下
さ
い
@

て

申
込
受
付
期
間

昭
和
三
十
二
量

産
分

三
月
4
l

五
日
ま
で

昭
和
三
十
三
年
度
分

三
月
十
六
日
}
十
一

月
末

日
ま
で

一コ

申
込
の
受
付
場
訴

今
金
町
度
以場直
一築
係

=、

選
{
立
点
法

有
資
格
者
会
員

りかね町政ffよ

冬
思
間
の
消
防
封
策

ー、ま

増

築

に

針

t
る

基

準

‘
一
主
週
四
火
災
は
件
数
・
損
害

一
と
も
に
例
年
主
月
前
後
心
事
期

一、

靖
護
富
Z

積

一

と

十

二

月

世
田
心
と
し
た
各
賜

①、

一
戸
当
り
二
坪
以

K
九一

に
二
つ
O
大
き
な
ピ
|
グ
士
菌

坪
ラ
漏

.

一
い
て
お
り
、
と
く
に
火
災
に
主

②
.
段
存
住
宅
と
宥
築
部
分
一る
死
靖
者
ば
積
雲
期
間
中
に
最

を
含
め
て
、
噌
築
後
の
佳
一
も
多
〈
生
じ
て
い
る
@

居
F
h
分
自
彊
坪
数
が
九
揮
一
今
年
ーも
与
泊
に
ひ
ん
ぴ
ん
と

以'土、

三
六
型
以
下
で
あ
一
大
小
火
災
刀
発
虫
一
生
見
て
い
る

る
こ
と

一げ
で
こ
の
危
険
怨
巴
お
け
る
針

①
，
掛
造
、
空
地
割
合
等
が
一策
と
し
て
予
日
な
ら
び
に
消
川町

は
築
基
準
法
に
適
格
で
あ
一
活
動
上
留
意
す
べ
き
苓
項
量
二

ろ
よ

と

一

三
翠
げ
て
み
よ
う
、

二
、
貸
付
全
須
山
最

高

誠

一

木
造
(
声
。
当
り
}

二

、

予

防

針

策

三
九、

0
0
0
向
田
七
割
一
火
災
の
問
題

ニ
七
、
。
。
。
良
一

-t
火
災
原
因
と
し
て
は
悶
英
一
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E
の
清
潔
謹
也
、
哩
聾
掃
除

の
油
行
唱
に
閉
間
意
す
べ
き
で

h

の
w
m
U
3

司み
ターさ
吟、£

みえま合運ず

と
な
っ
た
実
例
主
少
く
な
い

の
で
.
一
通
路
の
除
雪
に
つ
い

て
は
町
員
総
力
を
接
げ
て
蝿

行
し
て
下
さ
い
.

ま
た
滑
火
せ
ん
、
貯
水
崎
市

用
水
路
専
の
鴻
防
京
刊
も
埋

浸
、
凍
結
の
た
め
の
使
用
が

困
難
と
な
る
の
で
、
こ
白
保

守
管
趨
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ

滑
防
障
問
。
み
な
ら
ず
附
近

町
民
心
理
時
あ
る
協
力
士
開
明

い
た
い
ョ. 
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政

治

を

き

め

る

あ

な

た

の

一

票

霊

4
透

明

一

長

一

Mmh目
立
時
打
一

か
ら
=
一
六
度
六
、

七
分
一

か
ら
十
才
で
二
六
、
お

一

重

い

新

有

権

者

の

責

任

で

す
・

一

と
な
は

一
入

士

一
六
一

一

体
混
在
位
か

'l
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
.

一

会
年
成
人
忙
な
っ

て
は
じ
め
一
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
一任
あ
る

一
票
が
い
つ
ま
で
も
清
一

る

と

EHて
号

ム

ば

許

告

訴

持

後

続

接

続

検

接

民

血

E
H普
一
班
血
鹿
島』
↑

時
間
中
部
耕
一
諮
問
一
一
一
一
一
一一忠
一
引
は
紅
一
山
村
山
品
位
尻
町
じ
る
三
一
同
町
一一一山市
一

ど

将

司

法

日

一つ
日

目

は

1
1
1
1
1
一語

H

忠
信

3
3
5
3実主
主

一

k
に
な
り
ま
す
.

一

↑

部
全
霊
〈
お
さ
え
一
分
一
十
才
ま
で
が
七
回
か
ら一

一
女
子
で
怯一

O
E
か
一

な
ぜ
な
ら
ば
、
車
道
、
市
一

資

金

平

資

材

の

用

意

は

一

間

は
か
り
ま
寸
標
準
服
一

八
O
K
な
っ
て
い
ま
す
一
主
一
E

・

z
o
;一

町
村
の
政
治
を
き
め
る
の
仕
、

一

一

F
EZ
-
g
L
Z
HZ
E
E
-i

s
t
zえ
る
人
民
一色

L
放
L
t
し
て
寵
〈

毒

守

で

あ

る

震

だ
か
ら
で
一

昔

農

計

画

に

基

い

て

準

備

を

一
|

い

ロ

は

作

「

仏

間

ほ

日

比

ド

い

湾

問

問

い
ま
す
一科

別

訂

以

入

は

十

分

し
か
し
、
主
催
者
だ
か
ら
と
一

一
給
の
全
長
レ
て
阪
費
量
が
叫町
一

↑

こ
し
ま
し
ょ
う
c

良

一九
日

当

日
唯

一間
目
立
川
白

白

書

に

手

一日

目

立

傍

目

的

日

付

一

算

H
M
T己
主

計

γ
一

冬

の

家

畜

管

理

一

わ

夏

期

日
放
牧
時
よ
り
怯

3
2・

一
こ
と
わ
ぎ
に
三

年
白
計
は
一す
る
か
な
ど
‘
経
済
や

蓄

な
一
き
だ
い
た
い

E
1
2一
五

2
2
E
F
1
3
-

一特
に
更
を
十
分
に
行
い
、
新

h
m
れお
u
qr
Mm
一注目
寸刊
誌

1
i
町
村
幹
訪
れ
片
山
崎
一
日
間
切
古
川見守川一

こ
う
い
う
こ
と
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